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業績の概要

損益計算書関連 （百万円） 

 売上高

 営業利益

 経常利益

 税金等調整前当期純利益

 親会社株主に帰属する当期純利益

バランスシート関連 （百万円） 

 純資産合計

 有利子負債

 総資産

キャッシュ・フロー関連 （百万円） 

 営業活動によるキャッシュ・フロー

 投資活動によるキャッシュ・フロー

 財務活動によるキャッシュ・フロー

 フリーキャッシュ・フロー＊

1株当たりデータ（円） 

 当期純利益

 純資産

 配当金

売上高利益率（%） 

 営業利益率

 EBITDAマージン

 当期純利益率

財務比率  

 ROE（%）

 ROA（%）

 D/E レシオ（%）

 インタレストカバレッジレシオ（倍）

バリュエーション （3月31日の株価） 

 PER （倍）

 PBR （倍）

 EV/EBITDA （倍）

 PCFR （倍）

 配当利回り（%）

株主還元 

 自己株式の買付（百万円）

 配当性向（%）

その他 

 長期格付け（R&I）

 外国人保有率（%）

増減

＊ フリーキャッシュ・フロー ＝ 営業活動によるキャッシュ・フロー － 投資活動によるキャッシュ・フロー 
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2016 2015 2014 2016/2015

連結財務グランドサマリー 大日本印刷株式会社および子会社　3月31日に終了した各会計年度
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親会社株主に帰属する
当期純利益（純損失）
（単位：十億円）

営業利益
（単位：十億円）

1株当たり当期純利益（純損失）
（単位：円）

売上高
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（単位：%）

ROE
（単位：%）
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25.6

–16.3
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新しい価値の創出に向けて戦略的なM&Aや設備投資などを実施

情報コミュニケーション部門が増収・増益を果たし、部門営業利益が32.3%増加

ICカード、写真プリント用熱転写記録材、リチウムイオン電池用部材などが伸張
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税金等調整前当期純利益
（単位：十億円）
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＊ 2012年3月期は、当期純損失のため表示していません。
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セグメント別従業員数（2016年3月末時点）
（単位：名）

セグメント別設備投資（2016年3月期）
（単位：十億円）
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フリーキャッシュ・フロー＊

（単位：十億円）
減価償却費
（単位：十億円）
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＊ 営業活動によるキャッシュ・フロー － 投資活動によるキャッシュ・フロー
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セグメント別営業利益（2016年3月期）
（単位：十億円）

0 200 400 800600 1,000

821.6

382.6
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セグメント別売上高（2016年3月期）
（単位：十億円）
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情報
コミュニケーション

生活・産業

エレクトロニクス

清涼飲料

情報
コミュニケーション

生活・産業

エレクトロニクス

清涼飲料

情報
コミュニケーション

生活・産業

エレクトロニクス

その他

清涼飲料
1,213

エレクトロニクス
4,223

生活・産業
10,418

情報コミュニケーション
21,370

全社（共通）
1,974

＊ 無形固定資産への投資も含んでいます。
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DNPの
印刷事業の
3部門

バランスのとれた3つの戦略部門
（2016年4月～）

出版関連事業（出版メディア、教育・出版流通）

情報イノベーション事業（マーケティング関連、情報セキュリティ関連）

イメージングコミュニケーション事業

情報コミュニケーション部門

包装事業 住空間マテリアル事業 産業資材事業

生活・産業部門
ディスプレイ関連製品事業 電子デバイス事業

エレクトロニクス部門

■ 印刷（Printing）と情報（Information）の強みを 

■ 組み合わせたイノベーションにより、  新たな価値を創出していく総合印刷会社

DNPは、国内外の約3万社の顧客企業や生活者に対し、
幅広い事業分野で多様な製品やサービスを提供する世界最

大規模の総合印刷会社です。1876年の創業以来強みとして
きた印刷技術や情報技術を活かし、出版印刷や商業印刷か

ら、包装や建材、ディスプレイ関連製品や電子デバイスなどへ

と事業領域を拡げ、世界シェアNo.1の製品を数多く開発し
てきました。今後は、生活者や社会の課題を解決するため、「知

とコミュニケーション」「食とヘルスケア」「住まいとモビリティ」

「環境とエネルギー」という成長領域で、DNPの強みである
印刷（Printing）と情報（Information）を組み合わせたイノ
ベーションにより、新たな価値を創出していきます。

またDNPは、グループ全体での経営の効率化に早くから取
り組み、全体最適や収益性の向上、経営資源の効率的な活

用などを進めてきました。本社に企画や営業、研究・開発など

の機能を集中させ、製造部門や個別の技術開発部門をグルー

プ会社に配置するなど、効率的な経営に努めています。

DNPの従業員数は39,198名で、国内に40の営業拠点、

56の生産工場があります。海外では16の国と地域に25の営
業拠点、9つの国と地域に14の生産工場を持ち、16.1%の
売上規模となっています（2016年3月末時点）。

■ 安定性、収益性、成長性、事業リスクの観点から バランスのとれた事業ポートフォリオ

DNPの事業は、連結売上高の約96％を占める印刷事業と、
約4％を占める北海道コカ･コーラボトリング株式会社の清涼
飲料事業で構成されています。この事業ポートフォリオを強み 
として、企業や生活者に新しい価値を提供することにより、

事業の拡大と企業価値の向上を実現していきます。

印刷事業は特に、印刷技術と情報技術の応用・発展によっ

て、あらゆる業種・業態の企業や生活者の課題を解決してい

く多彩な事業で成り立っています。創業当初から取り組んで

いる出版印刷をはじめ、商業印刷を中心としたマーケティング

関連、ICカードなどの情報セキュリティ関連、写真プリント等に
係る製品を中心としたイメージングコミュニケーション事業な

どの「情報コミュニケーション部門」、包装や建材、エネルギー

関連部材などの幅広い製品を提供する「生活・産業部門」、ディ

スプレイ関連製品や電子デバイスなどの「エレクトロニクス部

門」の3つに分かれています。これらの部門は相互に連携し合
うとともに、安定性、収益性、成長性、事業リスクの観点から、

バランスのとれた事業ポートフォリオを構成しています。

清涼飲料事業では、コカ・コーラのブランド力を活かし、独

自の製品開発を行うほか、国内他地域のボトラーと連携した

生産や調達も進めるなど、事業基盤の強化に努めています。

DNPの概観

プロフィール 事業ポートフォリオ



15D N P  A n n u a l  R e p o r t  2 016

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000
892.9

27.5

16

895.8

25.6

15
0

200

400

800

600

1,000

（売上高） （営業利益）

821.6

29.3

16

789.7

22.1

15

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000

441.7

17.0

450.6

17.6

1615

0

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000

273.4

15.0

310.3

18.3

1615

0

200

400

800

600

1,000

（売上高） （営業利益）

382.6

12.5

388.5

13.6

1615

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

（営業利益）

0

200

400

800

600

1,000

（売上高）

199.3 20.5230.3 25.9

1615

資産 減価償却費 （単位：十億円）

資産 減価償却費 （単位：十億円）

資産 減価償却費 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）
（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000
892.9

27.5

16

895.8

25.6

15
0

200

400

800

600

1,000

（売上高） （営業利益）

821.6

29.3

16

789.7

22.1

15

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000

441.7

17.0

450.6

17.6

1615

0

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000

273.4

15.0

310.3

18.3

1615

0

200

400

800

600

1,000

（売上高） （営業利益）

382.6

12.5

388.5

13.6

1615

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

（営業利益）

0

200

400

800

600

1,000

（売上高）

199.3 20.5230.3 25.9

1615

資産 減価償却費 （単位：十億円）

資産 減価償却費 （単位：十億円）

資産 減価償却費 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000
892.9

27.5

16

895.8

25.6

15
0

200

400

800

600

1,000

（売上高） （営業利益）

821.6

29.3

16

789.7

22.1

15

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000

441.7

17.0

450.6

17.6

1615

0

（資産） （減価償却費）

0

200

400

800

600

1,000

273.4

15.0

310.3

18.3

1615

0

200

400

800

600

1,000

（売上高） （営業利益）

382.6

12.5

388.5

13.6

1615

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

（営業利益）

0

200

400

800

600

1,000

（売上高）

199.3 20.5230.3 25.9

1615

資産 減価償却費 （単位：十億円）

資産 減価償却費 （単位：十億円）

資産 減価償却費 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

売上高 営業利益 （単位：十億円）

セグメント別
売上高構成比（2016年3月期）

セグメント別
営業利益構成比（2016年3月期）

生活・産業
19.8%

生活・産業
26.2%

情報
コミュニケーション
56.2%

情報
コミュニケーション
46.3%

清涼飲料
4.0%

清涼飲料
1.6%

エレクトロニクス
32.3%

エレクトロニクス
13.6%

情報コミュニケーション部門※

生活・産業部門※

エレクトロニクス部門清涼飲料部門

0

20

40

60

80 2

1

0

（売上高） （営業利益）

1615

59.6 58.0

0.9
1.0

売上高 営業利益 （単位：十億円）

※2015年4月に、イメージングコミュニケーション事業を生活・産業部門から情報コミュニケーション部門に移行しました。
　この変更後の区分方法に基づいて、前年同期の数値を記載しています。
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DNPの製品・サービス

出版関連事業
● 出版メディア　［1］雑誌   ［2］書籍 
［3］ハイブリッド型総合書店「honto」（イメージ）
● 教育・出版流通　［4］MARUZEN&ジュンク堂書店 渋谷店

情報イノベーション事業
● マーケティング　［5］チラシ、カタログ   ［6］家計簿アプリ 
［7］デジタルサイネージ（省エネルギー型）
● BPO＊　［8］DNP神谷ソリューションセンター
● 情報セキュリティ　［9］パーソナルメール   ［10］ICカード・磁気カード 
［11］SIMカード   ［12］透明ホログラムリボン

イメージングコミュニケーション事業

［13］昇華型熱転写記録材   ［14］昇華型フォトプリンター 
［15］証明写真機「Ki-Re-i（キレイ）」    
［16］溶融型熱転写記録材で作成したバーコードラベル

情報コミュニケーション部門

生活・産業部門

エレクトロニクス部門

● 包装事業　［17］パッケージ 
［18］ユニバーサルデザインに配慮したパッケージ 
［19］バリアフィルムパッケージ  
［20］バイオマスプラスチックパッケージ 
［21］PETボトルとプリフォーム（写真左）  
［22］PETボトル用無菌充填システム  
［23］生活行動モニタリングシステム用の薬パッケージ

● 住空間マテリアル事業　［24］住宅用内装材（床材） 
［25］住宅用内装材（壁紙）  ［26］建物用外装材  
［27］自動車用内装材   ［28］車両用内装材（北陸新幹線）

● 産業資材事業　［29］太陽電池用部材  
［30］太陽電池用バスラインシート  
［31］リチウムイオン電池用バッテリーパウチ

● ディスプレイ関連製品事業　［32］液晶カラーフィルター 
［33］ラージスケールフォトマスク   ［34］タッチパネルセンサー 
［35］ディスプレイ用光学フィルム 
［36］静電容量式タッチパネル用電極フィルム    
［37］超短焦点プロジェクター用ディスプレイシステム  

● 電子デバイス事業　［38］半導体用フォトマスク 
［39］ナノインプリント用マスターテンプレート 
［40］ハードディスクドライブ用サスペンション 
［41］小型半導体パッケージ用リードフレーム 
［42］LED用金属基板   ［43］カメラモジュール 
［44］画像・映像処理LSI   ［45］NFCモジュール    
［46］電子ペーパーシステム 
［47］MEMS（微小電気機械システム）製品

［   ］はP.16–17の写真番号です。

電子書籍
ストア

本の通販
ストア

書店

［1］ ［2］

［10］［9］

［3］

［11］

［17］ ［18］

［24］ ［25］

［26］

［33］［32］

［41］［40］

［34］

［42］

＊BPO（Business Process Outsourcing）



株
主
の
皆
様
へ

D
N
P
の
概
要

特
集

部
門
別
情
報

持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
て

財
務
セ
ク
シ
ョ
ン

そ
の
他
の
情
報

17D N P  A n n u a l  R e p o r t  2 016

［5］

［4］

［14］ ［15］ ［16］

［7］

［8］［6］

［12］

［13］

［19］ ［21］［20］ ［22］ ［23］

［27］ ［28］ ［29］ ［30］ ［31］

［35］ ［36］ ［37］ ［38］ ［39］

［43］ ［44］ ［45］ ［46］ ［47］



19501876 1960 1970 1980 2000〈創業〉

印刷業 総合印刷業 情報加工産業 情報コミュニケーション産業 P&Iソリューション

ディスプレイ製品

電子デバイス

マーケティング関連

出版関連

包装

イメージングコミュニケーション

住空間マテリアル

▶1954 帳票用裏カーボンの印刷開始
▶1945 大蔵省管理工場に指定され、紙幣を印刷

▶1876 DNPの前身「秀英舎」創業
 活版印刷開始

▶1882 活字の販売開始

▶1877 日本初の国産洋装本
 「改正 西国立志編」完成

▶1898 証券印刷開始

▶1912 オリジナル書体「秀英体」完成
▶1925 雑誌「キング」創刊号74万部を受注・印刷

▶1956 出版社による初の週刊誌「週刊新潮」を印刷

▶1885 石版印刷開始 ▶1971 香りの印刷を開発 ▶1981 ビデオプリンティング
 システムの技術を確立

▶1989 グローバルネット
 ワークシステム
 構築 ▶2008 デジタルサイネージプロジェクト発足

▶2001 ネットチラシ「オリコミーオ！」サービス開始

▶1949 東京証券取引所に株式上場
▶1951 「拡印刷」の推進開始

▶1944 技術部研究室（現・研究開発センター）発足

▶1963 北海道コカ・コーラボトリングを設立
▶1935 秀英舎と日清印刷合併。大日本印刷発足 ▶1987 「総合情報加工産業」

 への変革を提唱
▶2001 DNPグループ21世紀ビジョン発表
 （創業125周年）

▶1951 紙器分野に本格参入
▶1951 ビニールなどへの印刷

▶1961 ブローボトル成形開始

▶1996 EBコーティングシートの生産開始 ▶2014 DNPすまいみらい研究所設立▶1951 メラミン樹脂板用化粧紙の開発に着手

（光学フィルム開発）
エレクトロニクス部門へ

▶1973 カラーフィルターを開発

▶1995 多層配線形成技術を発表
▶1999 半導体パッケージ基板分野に進出

▶2011 世界最薄（0.28mm）プリント基板を開発

▶2015 DNPグループビジョン
 2015発表

▶2001 MEMS（微小電気機械システム）の受託加工開始

▶2003 フルカラー有機ELパネルを開発
▶2006 インクジェット方式カラーフィルター量産化

▶2016 有機EL用メタル
 マスクの生産能力
 拡大を発表

▶2002 高密度ビルドアップ配線板「B2it」製造ライン完成

▶1984 飲料用PETボトルの生産開始
▶1983 プラスチック成形品への絵付技術を開発　 ▶1998 透明蒸着バリアフィルム（IBフィルム）を開発 ▶2013 ベトナム工場開設

▶2015 管理医療機器販売免許
 取得（京都）

▶1985 液晶カラーフィルター
 生産技術を開発

▶2001 フレキシブル有機ELディスプレイを開発

▶1977 ステンレス化粧板を開発

▶1997 プリフォーム方式のPETボトル無菌充填システム販売開始
▶2007 宇宙日本食向け包装材を開発

▶1969 ラミネートチューブ生産開始

▶1961 鋼板への直接印刷開始

▶1965 帳票量産開始 ▶1983 ICカード開発
▶1993 非接触ICカードを開発 ▶2004 カードデータマネジメントサービス（CDMS）開始

▶2005 オフィスセキュリティの
 企業連合「SSFC」設立

▶2015 BPOセンターを
 全国5拠点に

▶1997 オンライン出版事業開始

▶1999 ICタグプロジェクト発足 ▶2013 DNP柏データセンター開設
▶1973-74 磁気カード・磁気通帳の本格生産開始

▶1974 曲面印刷技術（カールフィット）を導入

▶1978 新型シャドウマスク
 （フラットマスク）を開発

▶1997 電子商取引サービス開始
▶1995 インターネットサービス「Media Galaxy」運用開始

▶2008-10 丸善、ジュンク堂書店、文教堂等と提携
▶2010 電子書籍サービス「honto」開始

▶1972 コンピュータ組版
 システム（CTS）取り組み開始

▶1975 画像情報のデジタル処理開始
▶1992 秀英体TrueTypeフォント開発開始

情報セキュリティ関連

▶1984-85 溶融型・昇華型熱転写
  記録材を開発

▶1962 紙カップ生産開始

産業資材

▶1996 液晶ディスプレイ向け防眩フィルムの設計技術確立
▶2004 フロントプロジェクションスクリーン「JETBLACK」を開発

▶2014 超低反射フィルム開発

▶2005 セルフ型プリントシステム
 「PrintRush」開始

▶2015 証明写真機「Ki-Re-i」での
 マイナンバーカード申請開始

▶2005 燃料電池用部材を開発
▶2007 印刷方式による有機太陽電池を開発

▶1958 カラーテレビ用シャドウマスクの
 試作に成功

▶1959 フォトマスクの試作に成功

▶1983 プロジェクション
 スクリーン生産開始

▶1964 リードフレーム製造開始

▶1975 レトルトパウチ生産開始
▶1976 無菌充填システムを開発

▶1985 CD-ROM版電子辞書を開発

1990 2010 2016〈創業140周年〉

▶2003 太陽電池用部材を開発
▶1999 リチウムイオン電池用バッテリーパウチを製品化 ▶2015 DNP農業用フィルム発売

▶2015 DNP採光フィルム発売

ライフサイエンス（再生医療など）
▶2004 毛細血管パターン形成に成功

▶2008 細胞パターン培養基板を開発
▶2008 細胞シート培養フィルムを開発

▶2015 医療用画像管理システム
 大手のPSPと業務資本
 提携

情報コミュニケーション部門

生活・産業部門

エレクトロニクス部門

ニュービジネス

光学フィルム

環境配慮製品・サービスの拡大
素材の高機能化を活かした
新製品の開発
安全・安心なパッケージ、
あらゆる住空間ソリューション、
産業資材をグローバルに展開

事業創造型の研究開発の推進

新しい価値の
創出に向けた
P& Iイノベーションへ

ディスプレイ製品：
　成長分野へのシフトと
　新製品ラインアップの拡充
電子デバイス：
　最先端技術の開発と
　海外での事業拡大
光学フィルム：
　基盤技術を活かし
　新規市場へ拡大

ハイブリッド出版ソリューション
ハイブリッド型総合書店「honto」

BPO事業の推進
トータルセキュリティ
ソリューションの拡大
インバウンド～地方創生
決済連動型マーケティング事業
イメージング市場の拡大

DNPの事業展開の歴史
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本社： 〒162-8001
 東京都新宿区市谷加賀町一丁目1番1号

創業： 1876年

従業員数（連結）： 39,198名

資本金： 114,464百万円

株式の総数：
発行可能株式総数 1,490,000,000株
発行済株式総数 680,480,693株
※自己株式17,000,000株を2016年5月26日に消却したことにともない、 
　発行済株式総数は、663,480,693株となっています。

単元株主の総数（1,000株以上を保有）：
24,228名

上場証券取引所：東京証券取引所

大株主の状況： 持株数（千株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）  46,972 7.47
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）  35,566 5.65

第一生命保険株式会社  30,882 4.91

株式会社みずほ銀行  18,413 2.93

自社従業員持株会  15,639 2.49

日本生命保険相互会社  9,471 1.51
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9）  8,010 1.27

ザ バンク オブ ニューヨーク メロン 7,340 1.17
　　エスエーエヌブイ 10 

ステート ストリート バンク ウエスト クライアント  7,306 1.16
　　トリーティー 505234 

ステート ストリート バンク アンド  7,198 1.14
　　トラストカンパニー 505225

大日本印刷株式会社

DNPが組み込まれている主なインデックス：
日経平均株価

TOPIX Large70
S&P/TOPIX 150
Dow Jones Sustainability Indices
FTSE4Good Global Index
MSCI Global Sustainability Indexes
CDP Climate Performance  
Leadership Index
ETHIBEL Investment Register
モーニングスター社会的責任投資株価指数

株式コード：7912

株主名簿管理人：
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

東京都中央区八重洲一丁目2番1号

米国預託証券（ADR）：
比率（ADR：普通株）： 1：1
上場市場： OTC（店頭取引）
シンボル： DNPLY
CUSIP番号： 233806306
名義書換・預託代理人： 

The Bank of New York Mellon
101 Barclay Street, 22 West, New York, 
NY 10286, U.S.A.
電話：（201）680-6825
フリーダイヤル（米国内）：888-269-2377

 （888-BNY-ADRS）　
URL：http://www.adrbnymellon.com/ 

定時株主総会：6月中

投資家情報に関するお問い合わせ：
大日本印刷株式会社
コーポレートコミュニケーション本部
広報室　IRグループ

東京都新宿区市谷加賀町一丁目1番1号
Tel: 03-6735-0101
Fax: 03-5225-8239

ウェブサイト：

http://www.dnp.co.jp/

（2016年3月31日現在）

投資家情報

注) 1. 自己株式（51,375,142株）は、上記大株主からは除外しています。
 2. 持株比率は、発行済株式総数から自己株式を控除した株式数（629,105,551株）を基準に算出し
  ています。
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株価推移の状況（東京証券取引所）
（2014年、2015年、2016年3月期）
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議決権の状況 （2016年3月31日現在）

区分
無議決権株式 
議決権制限株式 
議決権制限株式
完全議決権株式
（自己株式等）  
完全議決権株式  
単元未満株式  
発行済株式総数 
総株主の議決権 

株式数（株）
   ̶
   ̶
   ̶

51,375,000
1,085,000

普通株式
普通株式

普通株式
普通株式

（自己保有株式）
（相互保有株式）
（その他）

（自己株式等）
（その他）

自己株式等 （2016年3月31日現在）

保有者
大日本印刷（株） 
教育出版（株） 
合計 

保有株式数（株）
   51,375,000

1,085,000
52,460,000

 議決権の数（個）
   ̶
   ̶
   ̶
   ̶
 ̶

626,087
   ̶
   ̶

626,087

発行株式数に対する割合（%）
   7.55
   0.16

7.71

626,088,000
1,932,693

680,480,693
̶

※2013年3月末日の終値を基準にしています。
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